
蝉

ひ
ぐ
ら
し
を
詠
む
万
葉
歌
と
中
国
文
学

万
葉
集
の
歌
と
漢
詩
文
と
の
聞
の
類
似
点
を
一
つ
一
つ
の
素
材
に

つ
い
て
調
査
し
、
詩
と
歌
の
聞
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
論
じ
る
試
み

を
続
け
て
来
た

5
。
本
論
文
は
、
月
、
雁
に
引
き
続
い
て
、
虫
の

蝉
、
ひ
ぐ
ら
し
を
取
り
上
げ
る
。

第

節

蝉
と
都
の
思
い

万
葉
集
に
、
次
の
よ
う
な
蝉
を
詠
ん
だ
歌
が
一
首
あ
る
。

あ
き
の
〈
に

安
芸
園
の
長
門
の
島
に
し
て
磯
辺
に
船
泊
ま
り
し
て
作
る

歌
五
首

石
走
る
滝
も
と

E
ろ
に
鳴
く
蝉
の
声
を
し
聞
け
ば
都

し

思

ほ

ゆ

(

巻

十

五

・

三

六

一

七

)

巻
十
五
に
収
め
ら
れ
た
天
平
八
年
(
七
三
六
年
)
の
遣
新
羅
使
の

歌
で
あ
る
。
題
調
か
ら
、
遺
新
羅
使
が
広
島
県
安
芸
郡
あ
た
り
に
迎

り
着
い
た
時
の
歌
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
左
註
に
は
「
右
一
首
、

宋

成

徳

調
抄
し
の
み
の
ま
る

大
石
蓑
麻
呂
」
と
作
者
名
も
記
さ
れ
て
あ
る
。

万
葉
集
の
歌
の
本
文
で
、
蝉
(
せ
み
)
が
詠
ま
れ
た
の
は
、
こ
の

歌
だ
け
で
あ
る
。
万
葉
集
で
、
蝉
の
鳴
き
声
が
、
文
学
表
現
の
対
象

に
な
っ
た
の
は
、
単
な
る
偶
然
で
は
な
く
、
中
国
文
学
の
素
材
の
受

容
と
関
わ
る
と
恩
わ
れ
る
。
そ
う
考
え
る
理
由
は
、
万
葉
集
と
対
照

的
に
『
懐
風
藻
』
で
は
、
蝉
の
声
が
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
す
こ
し
煩
わ
し
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
の
例
を
す
べ
て
挙
げ

て
み
る
。玄

燕
朔
巳
蹄

寒
酬
明
暗
且
鷲

舞
庭
落
夏
樺

欧
林
驚
秋
蝋

稲
葉
負
霜
落
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l立心里
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時か複かをに
害げを借遊
担 送 し び
ま り む

し
の

Eも

斜
厩
凌
雲
響
斜
雁
雲
を
凌
ぎ
て
響
し

軽
蝋
抱
樹
時
軽
蝉
樹
を
臨
き
て
断
く

さ

g
し

わ

か

れ

か

な

レ

ぴ

相
恩
知
別
働
相
恩
知
り
ぬ
別
の
働
を

徒
弄
白
雲
琴
徒
ら
に
弄
ぶ
白
雲
の
琴

い
そ
の
か
み
の
あ
そ
み
h
u
k
主
ろ

{
石
上
朝
臣
乙
麻
呂
「
瓢
寓
南
荒
、
贈
在
京
故
友
」

『
懐
風
藻
』
山
)

蝉
は
、
宵
二
十
首
の
漢
詩
を
集
め
た
『
懐
風
藻
』
で
、
詩
の
本
文

で
七
例
、
序
文
に
一
例
、
合
わ
せ
て
八
例
も
見
ら
れ
る
。
蝉
を
詠
む

こ
と
、
蝉
の
声
を
詠
む
こ
と
が
如
何
に
好
ま
れ
た
か
を
知
る
こ
と
が

出
来
る
。

漢
詩
文
の
素
材
の
一
つ
で
あ
る
蝉
の
鳴
き
声
が
、
日
本
漢
詩
の
世

界
に
早
く
受
容
さ
れ
、
そ
し
て
歌
の
素
材
と
し
て
も
取
り
入
れ
ら
れ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
で
は
、
万
葉
集
の
三
六
一
七
番
歌
の
表
現
、
詠
み
方
か
ら
、

漢
詩
文
の
受
容
を
具
体
的
に
指
摘
す
る
こ
と
は
出
来
る
で
あ
ろ
う

a
M
 ま

ず
、
「
石
走
る
滝
も
と
ど
ろ
に
鳴
く
」
と
い
う
表
現
に
つ

い
て
触
れ
た
い
。
三
六
一
七
番
歌
の
滝
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系

『
寓
葉
集
』
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
寓
葉
集
』
が
指
摘
す
る

と
お
り
、
必
ず
し
も
実
景
で
は
な
い
。
蝉
の
鳴
き
声
を
、
滝
の
音
に

喰
え
た
比
輪
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
中
国
文
学
で
は
、
蝉
の
声
を
滝
の
音
に
喰
え
た
例
は
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見
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
蝉
の
声
は
詩
で
は
楽
器
の
音
に
喰
え
ら
れ
る
。

あ
あ

嵯
葦
時
以
近
唱
令
嵯
群
吟
し
以
て
唱
ふ
に
近
く

似
篇
管
之
除
音
箭
管
の
除
音
に
似
る〔

「
剛
刷
」
『
侍
玄
集
』
)

t
な

軍
吟
如
縛
鯖
単
り
吟
き
て
婿
を
転
ず
る
が
如
く

覇
捌
制
調
劉
群
れ
鵬
ぎ
て
隼
を
調
ぷ
を
学
ぶ

(
惰
・
頗
之
推
「
樹
噺
刺
詩
」
『
初
事
記
』
蝉
)

蝉
の
鳴
き
声
を
「
似
鯖
管
之
徐
音
」
「
葦
喋
事
調
隼
」
と
、
篇
、

或
い
は
筆
の
笛
の
音
に
臨
唱
え
て
詠
む
の
で
あ
る
。
時
代
が
下
る
と
次

の
よ
う
な
例
も
見
ら
れ
る
。

巴
や
J

、
巴
や
〈

崩
踊
秋
竹
梢
嫡
婦
た
る
秋
竹
の
梢

回
附
割
倒
割
巴
蝉
声
は
軟
に
似
た
り

{
白
居
易
「
送
客
囲
晩
興
」
『
全
唐
詩
』
)

上
方
有
路
底
知
慮
上
方
路
有
り
て
応
に
処
を
知
る
べ
く

刷
費
州
制
劉
劃
疏
磐
寒
蝉
樹
製
記

(
許
揮
「
長
慶
寺
遇
常
州
院
秀
才
」
『
全
唐
詩
』
)

白
居
易
、
許
揮
は
「
巴
蝉
聾
似
磐
」
「
疏
磐
寒
蝉
」
と
、
蝉
の
声

を
、
磐
の
音
に
も
喰
え
る
。
そ
し
て
逆
に
、

庭
際
孤
松
随
鶴
立
庭
際
の
孤
松
鶴
に
随
ひ
て
立
ち

割
問
淵
割
明
蝋
剰
窓
聞
の
清
磐
蝉
の
鳴
く
こ
と
を
学
ぶ

(
方
干
「
贈
乾
素
上
人
」
『
全
唐
詩
』
)

と
、
磐
の
音
を
蝉
の
鳴
き
声
に
輪
え
て
表
現
す
る
例
も
見
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
唐
詩
に
は

碧
蘇
無
塵
染
碧
蘇
塵
染
む
る
こ
と
無
く

寒
蝉
似
鳥
鳴
寒
蝉
鳥
の
鳴
く
に
似
る

(
挑
合
「
省
直
書
事
」
『
全
唐
詩
』
)

好
烏
疑
敵
磐
好
鳥
磐
を
敵
く
か
と
疑
ひ

則
剛
剰
刺
制
風
蝉
宰
を
射
る
を
認
む

(
社
牧
「
題
張
鹿
土
山
荘
一
絶
」
『
全
唐
詩
』
)

と
鳥
の
鳴
き
声
、
寧
の
音
な
ど
に
喰
え
た
例
も
見
ら
れ
る

2
0

漢
詩
文
で
、
蝉
の
鳴
き
声
を
、
水
の
音
と
関
連
さ
せ
て
表
現
し
た

も
の
に
は
、
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。

剰
測
糊
幽
咽
泉
の
戦
る
が
ご
と
く
蜘
聞
か
に
幽
咽
し

琴
鳴
乍
往
還
琴
の
鳴
る
が
ご
と
く
乍
ち
に
往
還
す

長
風
強
不
断
長
風
諮
る
も
断
え
ず

ま
た

還
在
樹
枝
問
還
樹
枝
の
聞
に
在
り(

虚
企
「
新
蝉
」
『
全
唐
詩
』
)

剣
淵
刺
利
倒
危
端
に
和
す
る
も
似
ず

細
管
事
難
成
細
管
に
学
ぶ
も
成
り
難
し

(
陸
羽
「
盛
山
館
嬉
蝉
聯
句
」
『
全
唐
詩
』
)

虚
全
「
新
蝉
」
は
、
「
泉
溜
漕
幽
咽
」
と
、
蝉
の
声
を
泉
の
流
れ

る
音
に
喰
え
る
。
ま
た
、
陸
羽
は
、
「
危
端
和
不
似
」
と
、
急
流
の

音
に
似
な
い
と
詠
む
が
、
後
に
継
ぐ
「
細
管
皐
難
成
」
と
い
う
表
現
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と
併
せ
て
、
蝉
の
鳴
き
声
を
、
激
し
く
流
れ
る
水
の
音
と
楽
器
の
音

に
喰
え
た
表
現
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

「
超
円
館
幕
蝉
聯
句
」
は
、
顔
真
卿
が
湖
州
刺
史
在
任
中
(
七
七
三

1
七
七
七
年
)
に
、
陸
羽
、
耽
津
、
校
然
な
ど
の
文
人
を
集
め
て
聞

い
た
詩
会
で
詠
ま
れ
た
聯
句
で
あ
り
、
遣
新
羅
使
に
受
容
さ
れ
た
可

能
性
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
近
い
時
期
の
中
国
文
学
に
類
似
の
表
現

が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。

三
六
一
七
番
歌
に
お
け
る
漢
詩
文
の
受
容
は
、
蝉
の
声
を
聞
い
て

都
を
思
う
と
詠
む
、
そ
の
詠
み
方
に
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

蝉
の
鳴
き
声
を
聞
い
て
、
都
を
思
う
と
詠
む
詩
は
、
『
懐
風
藻
』

に
も
見
ら
れ
る
。
さ
き
に
も
引
い
た
石
上
朝
臣
乙
麻
呂
町
「
恩
寓
南

荒
、
贈
在
京
故
友
」
は
、
土
佐
に
流
さ
れ
た
作
者
が
、
京
の
友
人
を

思
う
詩
で
あ
る
。
京
の
友
人
へ
の
思
い
を
詠
ん
だ
と
は
、
京
へ
の
思

い
を
詠
ん
だ
こ
と
と
も
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
そ
の
詩
に
、

「
斜
属
凌
雲
響
、
軽
蝉
抱
樹
時
」
と
、
雁
、
蝉
の
鳴
き
声
が
詠
ま
れ

た
の
で
あ
る
。
『
懐
風
藻
』
に
詠
ま
れ
た
蝉
の
鳴
き
声
は
、
叙
景
的

な
意
味
合
い
が
強
く
、
万
葉
集
の
歌
の
よ
う
に
、
そ
れ
が
京
を
思
う

直
接
な
き
っ
か
け
と
し
て
明
確
に
詠
ま
れ
て
い
な
い
が
、
京
へ
の
思

い
と
と
も
に
詠
ま
れ
た
こ
と
は
、
二
一
六
一
七
番
歌
と
の
共
通
点
で
あ

る
と
言
え
る
。

中
国
漢
詩
文
で
、
蝉
の
鳴
き
声
を
聞
い
て
京
を
思
う
と
詠
ん
だ
、

或
い
は
旅
で
蝉
の
鳴
き
声
を
聞
い
て
故
郷
を
思
う
と
詠
ん
だ
作
品
に

は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

つ

ひ

と

こ

若
夫
歳
章
云
暮
若
し
夫
れ
歳
章
に
云
に
暮
れ

上
天
其
涼
上
天
其
れ
涼
し

感
運
悲
聾
運
に
感
じ
て
声
を
悲
し
く
し
て

Eし
ぴ

貧

土

含

傷

貧

士

傷

を

含

む

劇
制
剖
伺
剥
M

刊
或
は
我
が
行
の
永
久
た
る
を
歌
ひ

剥
刻
刻
判
鮒
劉
或
は
A

む
の
裳
無
き
を
哀
し
ぶ

(
晋
・
陸
士
龍
「
寒
蝉
賦
」
『
醤
文
類
燕
』
蝉
)

周
剰
則
刈
叫
則
酬
暫
ら
く
聴
け
ば
別
人
心
は
即
ち
断
え

刻
剛
割
引
調
剤
劃
持
か
に
聞
け
ば
客
子
涙
先
に
垂
る

(
惰
・
虚
思
道
「
悲
鳴
蝉
」
『
曇
文
類
緊
』
蝉
)

寒
蝉
在
樹
鳴
寒
蝉
樹
に
在
り
て
鳴
き

鶴
鵠
摩
天
遊
鶴
鵠
天
を
摩
し
て
遊
ぶ

客
子
多
悲
傷
客
子
悲
傷
多
く

涙
下
不
可
牧
涙
下
り
て
収
む
可
か
ら
ず

(
王
仲
宣
「
従
軍
詩
」
『
文
選
』
巻
二
十
七
)

は
伊

鳴
蝉
腐
寒
音
鳴
蝉
は
寒
音
を
贋
ま
し

時
菊
輝
秋
華
時
菊
は
秋
華
を
耀
か
す

I
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1

〈
ぴ

引
領
望
京
窒
領
を
引
い
て
京
室
を
望
め
ば

躍
っ
か

南
路
在
伐
桐
南
路
は
伐
桐
に
在
り

(
播
安
仁
「
河
陽
勝
作
二
首
」
『
文
選
』
巻
二
十
六
)

王
仲
宜
、
播
安
仁
の
詩
は
、
旅
を
詠
ん
だ
詩
で
、
蝉
の
鳴
き
声
を
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詠
ん
だ
詩
で
あ
る
。
播
安
仁
「
河
陽
豚
作
二
首
」
の
「
引
領
望
京
室
」

は
、
京
へ
の
思
い
と
見
な
す
こ
と
が
出
来
よ
う
。

陸
土
櫨
「
寒
蝉
賦
」
、
虚
恩
道
「
聴
鳴
蝉
」
は
、
蝉
を
題
に
す
る

作
品
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
作
品
で
、
「
或
歌
我
行
永
久
、
或
哀
之

乎
無
裳
」
「
藍
聴
別
人
心
即
断
、
才
聞
客
子
涙
先
垂
」
と
詠
ま
れ
た

の
で
あ
る
。
漢
詩
文
で
、
蝉
は
旅
人
が
そ
の
声
を
聞
い
て
、
別
れ
を

悲
し
み
、
旅
の
辛
さ
を
傷
む
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

原
因
は
、
寒
蝉
の
鳴
き
声
は
、
漢
詩
人
に
と
っ
て
、
秋
の
到
来
を
告

げ
る
存
在
で
あ
り
、
そ
の
声
を
聞
い
て
、
漢
詩
人
遣
は
季
節
の
変
化
、

時
聞
の
流
れ
を
感
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

『
懐
風
藻
』
に
詠
ま
れ
る
蝉
も
、
す
べ
て
秋
蝉
で
あ
る
。
秋
の
蝉

の
鳴
き
声
と
望
郷
の
悲
し
い
思
い
を
詠
む
こ
と
は
、
漢
詩
の
世
界
の

悲
愁
と
も
繋
が
る
の
で
あ
る
。

第

節

ひ
ぐ
ら
し
と
晩
蝉
歌
、
詠
蝉
、
寄
蝉
の
題

万
葉
集
の
歌
の
本
文
で
、
蝉
(
せ
み
)
が
詠
ま
れ
る
の
は
、
三
六

一
七
番
歌
の
み
で
あ
る
が
、
題
調
で
蝉
を
詠
む
歌
で
あ
る
と
示
し
た

例
は
さ
ら
に
あ
る
。

万
葉
集
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
晩
蝉
歌
」
(
巻
八
・
一
四
七
九
、
家

持
、
夏
雑
歌
)
「
詠
蝉
」
(
巻
十
・
一
九
六
回
、
夏
雑
歌
)
「
寄
蝉
」

(
巻
十
・
一
九
八
二
、
夏
相
聞
歌
)
と
い
う
題
を
持
つ
歌
が
三
首
見

ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
歌
の
本
文
に
詠
ま
れ
る
の
は
、
蝉
(
せ

み
)
で
は
な
く
、
「
ひ
ぐ
ら
し
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
故
だ
ろ
う
か
。

三
首
の
歌
の
題
調
と
歌
の
本
文
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
題
調
が
歌
題
と
し
て
先
に
出
さ
れ
て
、
そ
の
題
に
よ
っ

て
歌
が
詠
ま
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
「
晩
蝉
歌
」
「
詠
蝉
」
「
寄
蝉
」
に

類
似
す
る
蝉
を
意
識
し
た
詩
題
、
作
品
は
、
漢
詩
文
で
も
多
く
見
ら

れ
る
。
『
喜
文
類
衆
』
だ
け
を
見
て
も
、
孫
楚
「
蝉
賦
」
、
陸
士
龍

「
寒
蝉
賦
」
、
虚
思
道
「
聴
鳴
蝉
」
、
張
E
見
「
寒
樹
晩
蝉
疎
」
、
簡

文
帝
「
轄
早
蝉
」
、
沈
約
「
轄
蝉
鳴
慮
詔
」
、
楕
濯
「
賦
得
蝉
」
、
誼

雲
「
詠
早
蝉
」
、
主
由
躍
「
賦
得
高
柳
鳴
蝉
」
、
劉
剛
「
詠
蝉
」
、
江

組
「
詠
蝉
」
、
蕪
箇
「
蝉
賦
」
、
曹
大
家
「
蝉
賦
」
、
曹
植
「
蝉
賦
」
、

晋
明
帝
「
蝉
賦
」
、
温
瞬
「
蝉
賦
」
、
得
成
「
詰
蝉
賦
」
、
顔
延
之
「
寒

蝉
賦
」
、
郭
撲
「
蝉
賛
」
、
梁
昭
明
太
子
「
蝉
賛
」
な
ど
が
見
ら
れ

る
。
蝉
を
詠
む
文
学
が
六
朝
時
代
に
如
何
に
盛
ん
で
あ
っ
た
か
を
窺

う
こ
と
が
出
来
る
。

「
晩
蝉
歌
」
と
い
う
題
が
、
漢
詩
文
の
詩
題
に
よ
る
こ
と
は
早
く

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
「
詠
蝉
」
「
寄
蝉
」
も
、
漢
詩
文
の
詠
題
に

学
ん
だ
結
呆
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
漢
語
「
蝉
」
に

相
当
す
る
も
の
が
「
ひ
ぐ
ら
し
」
で
あ
る
と
、
万
葉
歌
人
は
認
識
し

て
い
た
こ
と
に
な
る
。

題
調
と
歌
の
本
文
の
関
係
に
お
い
て
、
も
う
一
つ
の
可
能
性
は
、
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「
ひ
ぐ
ら
し
」
を
詠
ん
だ
歌
が
先
に
あ
っ
て
、
「
晩
蝉
歌
」
「
詠
蝉
」

「
寄
蝉
」
と
い
う
題
が
後
に
付
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

歌
の
作
者
が
「
ひ
ぐ
ら
し
」
を
詠
ん
だ
時
、
必
ず
し
も
漢
語
の
「
蝉
」

を
意
識
し
た
と
は
隈
ら
な
い
。
漢
詩
文
的
な
題
が
必
要
に
な
っ
た
時
、

作
者
或
い
は
編
者
に
よ
っ
て
題
詞
が
付
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
ロ
「
ひ

ぐ
ら
し
」
に
相
当
す
る
漢
語
は
、
「
蝿
」
と
恩
わ
れ
る
が
、
「
晩
姻

歌
」
「
詠
蝿
」
「
寄
蝿
」
に
し
な
か
っ
た
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。
姻

は
、
『
嘉
文
類
緊
』
で
、
曹
植
「
愁
思
賦
」
(
愁
)
、
王
褒
「
洞
矯
賦
」

(
篇
)
、
繁
欽
「
桑
賦
」
{
桑
)
、
沈
約
「
八
詠
・
悲
落
桐
」
(
桐
)

な
E
の
作
品
に
詠
ま
れ
る
が
、
蝿
を
題
に
し
た
作
品
は
、
縛
成
「
鳴

蝿
賦
」
の
み
で
あ
る
。
歌
題
と
し
て
「
詠
蝉
」
「
寄
蝉
」
な
E
が
も

っ
と
漢
詩
文
の
詩
題
に
近
い
、
と
作
者
或
い
は
編
者
は
考
え
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

明
は
、
『
新
撰
字
鏡
』
に
「
徒
瀦
反
、
大
蝉
」
と
あ
り
、
蝉
の
一

種
と
考
え
ら
れ
る
。
『
葡
雅
』
の
「
鯛
」
に
対
す
る
解
釈
文
も
、
『
喜

文
類
来
』
で
は
、
蝉
を
詠
ん
だ
詩
文
と
と
も
に
「
蝉
」
の
項
目
に
纏

め
ら
れ
て
い
る
。
『
華
文
類
衆
』
の
「
晶
軍
部
」
に
は
、
蝉
、
蝿
、

蚊
、
蜂
跡
、
峡
蝶
、
蛍
火
、
幅
幅
、
叩
頭
晶
、
蛾
、
蜂
、
総
棒
、
尺

蟻
、
蟻
、
蜘
昧
、
蛸
、
嵯
眼
の
項
目
が
見
ら
れ
、
鯛
に
は
単
独
で
項

目
を
立
て
ず
、
「
蝉
」
の
項
目
に
鐘
め
て
い
る
。
鯛
を
詠
ん
だ
作
品

に
「
詠
蝉
」
「
寄
蝉
」
と
い
う
題
調
が
つ
け
ら
れ
た
の
は
、
分
類
上
、

鯛
が
蝉
に
属
す
る
と
い
う
認
識
が
働
い
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

蝉
の
題
の
下
に
、
ひ
ぐ
ら
し
の
歌
が
詠
ま
れ
た
に
し
ろ
、
「
ひ
ぐ

ら
し
」
の
歌
に
、
「
詠
蝉
」
「
寄
蝉
」
と
い
う
題
が
付
け
ら
れ
た
に

し
ろ
、
作
者
、
或
い
は
編
者
の
い
ず
れ
か
が
、
漢
語
の
「
蝉
」
と
「
ひ

ぐ
ら
し
」
を
同
じ
も
の
と
認
識
し
た
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。
特
に
、

家
持
の
巻
八
の
一
四
七
九
番
歌
は
、
歌
の
内
容
か
ら
、
題
調
に
「
晩
」

を
付
け
る
根
拠
が
見
ら
れ
ず
、
「
晩
蝉
歌
」
は
家
持
自
身
が
付
け
た

題
詞
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
少
な
く
と
も
家
持
は
漢
語
の
「
蝉
」

に
当
た
る
も
の
は
「
ひ
ぐ
ら
し
」
と
認
識
し
た
の
で
あ
る
。

以
下
、
蝉
を
詠
ん
だ
三
六
一
七
番
歌
に
続
い
て
、
蝉
と
同
一
視
さ

れ
た
「
ひ
ぐ
ら
し
」
を
詠
ん
だ
歌
と
漢
詩
文
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

検
討
し
て
見
ょ
う
。
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第

節

夏
の
ひ
ぐ
ら
し
と
物
思
い

万
葉
集
に
は
、
次
の
よ
う
な
ひ
ぐ
ら
し
を
詠
ん
だ
歌
が
見
ら
れ
る
。

F
E
 

大
伴
家
持
が
晩
蝉
の
歌
一
首

を

隠
り
の
み
居
れ
ば
い
ぶ
せ
み
慰
む
と
出
で
立
ち
聞
け
ば

来
鳴
く
ひ
ぐ
ら
し
(
巻
八
・
一
四
七
九
、
夏
雑
歌
)

蝉
を
詠
む

黙
も
あ
ら
む
時
も
鳴
か
な
む
ひ
ぐ
ら
し
の
物
思
ふ
時
に

鳴
き
つ
つ
も
と
な
(
巻
十
・
一
九
六
回
、
夏
雑
歌
)

家
持
の
一
四
七
九
番
歌
は
、
引
き
値
も
っ
て
ば
か
り
い
て
、
欝
陶



し
い
の
で
、
気
を
晴
ら
そ
う
と
外
に
出
る
と
、
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
き
声

が
聞
こ
え
た
と
詠
ん
だ
軟
で
あ
る
。
巻
十
の
一
九
六
四
番
歌
は
、
よ

り
に
よ
っ
て
、
物
思
い
を
す
る
時
に
、
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
き
声
が
聞
こ

え
る
と
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
二
首
の
歌
の
共
通
点
は
、
心
が
晴
れ
晴

れ
し
て
い
る
時
で
は
な
く
、
欝
陶
し
い
時
、
物
思
い
を
す
る
時
に
聞

こ
え
て
来
る
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
き
声
を
詠
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
詠
み
方
は
、
望
郷
の
思
い
と
蝉
の
鳴
き
声
を
詠
む
こ
と
と
共
通

す
る
。漢

詩
文
で
も
、
蝉
は
、
望
郷
の
思
い
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
物

思
い
と
と
も
に
詠
ま
れ
る
。

秋
風
娃
微
涼
秋
風
徹
涼
を
発
ち

調
蝋
醐
謝
側
寒
蝉
我
が
側
に
鳴
く

原
野
何
粛
保
原
野
何
ぞ
粛
僚
た
るか

〈

白
日
忽
西
匿
白
日
忽
ち
に
西
に
匿
る

劇
捌
銅
剣
倒
物
に
感
じ
て
我
が
懐
を
傷
め

撫
心
長
太
息
心
を
撫
し
て
長
く
太
息
す

{
貌
・
曹
植
「
贈
弟
白
馬
王
彪
」
『
醤
文
類
衆
』
友
悌
)

樹
青
草
未
落
樹
青
く
草
未
だ
落
ち
ず

蝉
涼
葉
巳
危
蝉
涼
し
く
葉
己
に
危
し

調
淵
到
剖
樹
齢
深
む
長
夜
の
想

き
か
づ
舎

顧
憶
晦
耶
后
顧
み
て
憶
ふ
臨
邦
の
后

{
梁
・
呉
均
「
秋
念
詩
」
『
醤
文
類
豪
』
秋
)

着
意
含
風
蝉

審
暖
度
雲
属

護霊
たた

雲風

主主喜
るむ
雁蝉

秋
介
に
し
て
繁
慮
積
り

展
転
し
て
長
宵
も
半
ば
な
り

(
謝
恵
連
「
秋
懐
詩
」
『
文
選
』
巻
二
十
三

/
『
醤
文
類
衆
』
秋
)

ま
た
、
漢
詩
文
に
は
、
姻
と
物
思
い
を
詠
ん
だ
例
も
幾
っ
か
見
ら

れ
る
。

剛
制
到
五
例
制
剥
劃

湖
周
側
側
制
割
制
崩

明
釦
劇
風
樹

展
樽
長
宵
半

遥四
恩節
愉主手

配i量
乙へ
し世
て告
遺f語
りし
有
る
古宮

若E
し
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ま
れ

野
草
蝿
宮
古
包
令
室
薬
希
野
草
は
色
を
変
へ
て
茎
薬
希
な
り

鳴
姻
抱
木
令
属
南
飛
鳴
鋼
は
木
を
抱
き
て
雁
南
に
飛
ぶ

(
貌
・
曹
植
「
愁
思
賦
」
『
醤
文
類
衆
』
愁
)

有
噂
喧
之
鳴
蝋
喧
嘩
と
鳴
く
明

干
台
府
之
高
視
台
府
の
高
楓
に
有
り

か
な

物
慮
陰
而
白
惨
物
陰
に
慮
し
て
自
ら
惨
し
ぶ

な

ん

そ

ペ

桑
原
書
之
可
哀
案
ぞ
厭
の
声
の
哀
れ
む
可
き

秋
日
棲
懐
今
秋
日
倭
懐
た
り

劇
剛
湖
剖
割
割
問
時
の
逝
く
こ
と
餌
る
る
が
若
き
に
感
ず

刷
剛
湖
剖
劇
劇
利
引
間
ぞ
時
逝
き
て
是
に
感
ず
る



宮

歳

之

調

年

歳

の

我

を

略

す

に

感

ず

{
晋
・
得
戚
「
鳴
鯛
賦
」
『
醤
文
類
来
』
蝉
)

漢
詩
文
で
、
蝉
、
鋼
は
、
「
感
物
傷
我
懐
」
「
還
深
長
夜
想
」
「
耽

介
繁
慮
積
」
と
、
或
い
は
「
盗
恩
情
侃
令
若
有
遺
」
「
日
制
時
逝
之
是

感
今
、
感
年
歳
之
我
催
」
と
、
様
々
な
物
思
い
と
と
も
に
詠
ま
れ
た

こ
と
が
確
認
出
来
る
。

物
思
い
を
す
る
時
に
聞
こ
え
て
来
る
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
き
声
を
詠
む

万
葉
集
の
歌
は
、
上
の
よ
う
な
中
国
文
学
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
だ
し
、
万
葉
集
の
歌
と
漢
詩
文
と
の
聞
に
は
、
一
つ
の
大
き
な

違
い
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
漢
詩
文
で
、
物
思
い
と
詠
ま
れ
た
蝉
は
、

秋
蝉
で
あ
り
、
「
夏
雑
歌
」
に
収
め
ら
れ
た
万
葉
集
の
一
四
七
九
、

一
九
六
四
番
歌
は
、
夏
の
ひ
ぐ
ら
し
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

漢
詩
文
に
も
、
夏
の
蝉
は
詠
ま
れ
る
。
夏
の
蝉
を
詠
ん
だ
作
品
に
、

陳
子
良
「
夏
晩
尋
子
政
世
置
酒
賦
韻
」
、
顔
延
之
「
夏
夜
呈
従
兄
散

騎
詩
」
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
中
国
文
学
で
は
、
一
般
的
に
、
夏

の
蝉
と
人
の
物
思
い
は
詠
ま
れ
な
い
。
と
い
う
よ
り
も
、
そ
も
そ
も

中
国
文
学
で
夏
の
物
思
い
を
詠
む
こ
と
は
、
文
学
の
主
流
で
は
な
い
。

中
国
漢
詩
文
で
は
、
春
と
秋
の
物
思
い
を
詠
む
こ
と
が
普
通
で
あ
り
、

そ
の
秋
の
物
思
い
を
詠
む
作
品
、
悲
秋
の
文
学
伝
統
の
中
に
、
蝉
、

鯛
の
虫
の
声
が
詠
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

『
醤
文
類
来
』
の
「
蝉
」
の
項
目
は
、
「
種
記
目
、
仲
夏
之
月
、

蝉
始
鳴
。
季
夏
之
月
、
寒
蝉
鳴
」
と
『
礼
記
』
の
記
述
を
引
用
す
る
。

『
札
記
』
の
記
述
か
ら
も
、
中
国
の
蝉
も
日
本
と
同
じ
よ
う
に
夏
か

ら
鳴
き
始
め
、
そ
れ
が
一
番
盛
ん
に
鳴
く
の
が
夏
で
あ
る
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
。
中
国
文
学
に
詠
ま
れ
た
蝉
と
万
葉
集
の
歌
に
詠
ま
れ
た

ひ
ぐ
ら
し
は
、
生
物
学
的
に
実
際
に
異
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か

し
、
中
国
文
学
で
、
ひ
た
す
ら
に
秋
の
蝉
が
詠
ま
れ
る
の
は
、
根
本

的
に
言
え
ば
、
詩
人
遣
が
、
専
ら
秋
の
思
い
を
詠
む
こ
と
に
よ
る
。

『
札
記
』
に
は
「
季
夏
之
月
、
寒
蝉
鳴
」
と
、
寒
蝉
は
夏
の
末
に
鳴

く
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
、
漢
詩
文
に
詠
ま
れ
た
寒
蝉
は
『
醤

文
類
衆
』
で
は
、
す
べ
て
秋
蝉
で
あ
る
。
『
懐
風
藻
』
に
於
い
て
‘
も

状
況
は
変
わ
ら
な
い
。

万
葉
集
で
、
夏
の
ひ
ぐ
ら
し
が
詠
ま
れ
た
こ
と
、
或
い
は
ひ
ぐ
ら

し
の
歌
が
夏
雑
歌
に
編
集
さ
れ
た
こ
と
は
、
中
国
人
の
文
学
意
識
と

明
ら
か
に
異
な
る
。
そ
の
季
節
感
覚
は
、
盛
ん
に
鳴
く
ひ
ぐ
ら
し
の

鳴
き
声
を
聞
く
の
は
夏
で
あ
る
と
い
う
生
活
実
感
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
う
。
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第
四
節

ひ
ぐ
ら
し
と
恋

万
葉
集
に
は
、
恋
の
思
い
と
と
も
に
詠
ま
れ
た
ひ
ぐ
ら
し
の
歌
が

幾
っ
か
見
ら
れ
る
。

恋
と
詠
ま
れ
た
ひ
ぐ
ら
し
の
歌
は
、
遣
新
羅
使
が
詠
ん
だ
三
五
八



九
、
三
六
二

O
番
歌
と
、
巻
十
の
「
夏
相
聞
」
に
見
ら
れ
る
女
性
の

恋
を
詠
ん
だ
一
九
八
二
番
歌
で
あ
る
。

新
羅
に
遣
は
さ
る
る
使
人
等
、
別
れ
を
悲
し
ぴ
て
贈
答
し
、

い
た

ま
た
海
路
に
情
を
働
ま
し
め
て
恩
ひ
を
陳
べ
、
井
せ
て
所

2
 

に
当
た
り
て
諦
ふ
古
歌

タ
さ
れ
ば
ひ
ぐ
ら
し
来
鳴
く
生
駒
山
越
え
て
そ
我
が
来

要

Eし
E

る
妹
が
目
を
欲
り
(
巻
十
五
・
三
五
八
九
、
秦
間
満
)

あ
き
の
〈
犯

安
芸
国
の
長
門
の
島
に
し
て
磯
辺
に
船
泊
ま
り
し
て
作
る

歌
五
首

恋
繁
み
慰
め
か
ね
て
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
く
島
陰
に
庫
り

す

る

か

も

{

巻

十

五

・

三

六

二

O
、
遺
新
羅
使
)

蝉
に
寄
す
る

ひ
ぐ
ら
し
は
時
と
鳴
け
ど
も
恋
し
く
に
た
わ
や
め
我
れ

は
定
ま
ら
ず
泣
く
(
巻
十
・
一
九
八
三
、
夏
相
聞
)

遺
新
羅
使
の
三
六
二

O
番
歌
は
、
島
陰
に
庵
を
結
び
、
仮
寝
を
し
、

恋
し
い
思
い
を
し
て
い
る
時
に
、
聞
こ
え
た
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
き
声
を

詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
ひ
ぐ
ら
し
は
、
単
な
る
風
物
の
表
現
で
は
な
く
、

作
者
の
恋
の
思
い
と
関
わ
る
。
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
寓
葉
集
』

が
「
鳴
き
声
に
物
思
い
は
い
っ
そ
う
つ
の
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
」

と
指
摘
し
た
と
お
り
、
ひ
ぐ
ら
し
の
声
は
作
者
の
心
境
と
無
関
係
な

存
在
で
は
な
い
。

も
う
一
首
の
遣
新
羅
使
歌
の
三
五
八
九
番
歌
も
、
妻
の
こ
と
を
恩

い
な
が
ら
越
え
る
生
駒
山
で
聞
く
ひ
ぐ
ら
し
の
声
を
詠
ん
だ
歌
で
あ

る
。
夕
暮
れ
に
鳴
く
ひ
ぐ
ら
し
の
寂
し
い
声
を
聞
い
て
、
妻
の
こ
と

を
思
い
出
し
た
か
、
妻
の
こ
と
を
思
い
な
が
ら
山
を
越
え
る
時
に
ひ

ぐ
ら
し
の
声
を
聞
い
て
一
層
寂
し
く
な
っ
た
か
、
明
ら
か
で
は
な
い
。

し
か
し
、
前
の
歌
と
と
も
に
、
旅
で
の
妻
へ
の
恋
心
と
ひ
ぐ
ら
し
の

鳴
き
声
を
詠
ん
だ
歌
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

巻
十
の
「
夏
相
聞
」
に
見
ら
れ
る
一
九
八
二
番
歌
は
、
時
を
定
め

て
鳴
く
ひ
ぐ
ら
し
と
、
い
つ
も
止
む
こ
と
な
く
続
く
自
分
の
恋
の
思

い
を
対
照
的
に
詠
ん
だ
女
性
の
歌
で
あ
る
。
一
九
八
二
番
歌
に
類
似

す
る
比
輪
、
或
い
は
反
輸
は
万
葉
集
で
多
く
見
ら
れ
る
。

千
鳥
鳴
く
み
吉
野
川
の
川
の
音
の
止
む
時
な
し
に
思

ほ

ゆ

る

君

(

巻

六

・

九

一

五

)

湯
の
原
に
鳴
く
葦
鶴
は
我
が
ご
と
く
妹
に
恋
ふ
れ
や

時

わ

か

ず

鳴

く

(

巻

六

・

九

六

一

)

あ
し
ひ
き
の
山
下
と
よ
み
行
く
水
の
時
と
も
な
く
も

恋

ひ

渡

る

か

も

(

巻

十

一

・

二

七

O
四
)

2
 

咲
く
花
は
過
ぐ
る
時
あ
れ
ど
我
が
恋
ふ
る
心
の
中
は

止

む

時

も

な

し

(

巻

十

一

・

二

七

八

五

)

ま

恋
衣
着
奈
良
の
山
に
鳴
く
鳥
の
聞
な
く
時
な
し
我
が

恋

ふ

ら

く

は

(

巻

十

二

・

三

O
八
八
)

伊
香
保
風
吹
く
日
吹
か
ぬ
日
あ
り
と
い
へ
ど
我
が
恋
の

み
し
時
な
か
り
け
り
(
巻
十
四
・
三
四
二
一
一
)
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印
南
野
の
赤
ら
柏
は
時
は
あ
れ
ど
君
を
我
が
恩
ふ
時

は

さ

ね

な

し

(

巻

二

十

・

四

三

O
一)

以
上
の
欧
で
詠
ま
れ
る
川
、
鶴
、
鳥
、
風
な
ど
に
は
、
多
か
れ
少

な
か
れ
、
皆
叙
景
的
な
要
素
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
巻
十
の
一
九
八
二

番
歌
の
ひ
ぐ
ら
し
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
つ
ま
り
、
一

九
八
二
番
歌
は
、
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
き
声
を
聞
き
な
が
ら
恋
の
思
い
を

す
る
こ
と
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。

ひ
ぐ
ら
し
が
恋
の
思
い
と
と
も
に
詠
ま
れ
る
こ
と
は
、
漢
詩
文
に

見
ら
れ
な
い
万
葉
歌
の
特
徴
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
言
。
こ

れ
は
、
万
葉
集
の
歌
の
特
徴
と
い
う
よ
り
も
、
漢
詩
文
で
は
恋
を
E

面
か
ら
詠
ま
な
い
特
徴
と
関
わ
る
と
恩
わ
れ
る
。

漢
詩
文
で
男
性
の
恋
心
は
、
望
郷
の
思
い
、
旅
の
辛
さ
の
表
現
に

よ
っ
て
代
替
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
-
な
作
品
を
視
野
に
入
れ
る
と
、
蝉

と
恋
心
と
を
詠
ん
だ
作
品
は
、
漢
詩
文
に
お
い
て
も
皆
無
と
は
言
え

な
く
な
る
。
上
で
挙
げ
た
虚
恩
道
「
聴
鳴
蝉
」
(
『
醤
文
類
衆
』
蝉
)

の
「
聖
聴
別
人
心
即
断
、
才
聞
客
子
涙
先
垂
」
は
、
恋
心
を
詠
ん
だ

例
に
数
え
る
こ
と
が
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
。

漢
詩
文
に
は
、
次
の
よ
う
な
作
品
も
見
ら
れ
る
。

奥
君
結
新
婚
君
と
新
婚
を
結
び

E
 

宿
昔
嘗
別
離
宿
昔
当
に
別
離
す
べ
し

涼
風
動
秋
草
涼
風
秋
草
を
動
か
し

幡
蜂
鳴
相
随
略
陣
鳴
い
て
相
ひ
随
ふ

測
例
寒
蝉
時
測
測
と
し
て
寒
蝉
吟
じ

蝋
剛
捌
柑
樹
蝉
吟
じ
て
枯
枝
を
抱
く

枯
枝
時
飛
揚
枯
枝
時
に
飛
場
し

身
睡
忽
遷
移
身
体
忽
ち
遷
移
す

不
悲
身
遷
移
身
の
遷
移
す
る
を
悲
し
ま
ず

た
だ

但
惜
歳
月
馳
但
歳
月
の
馳
す
る
を
惜
し
む
の
み

(
貌
文
帝
「
於
清
河
見
続
船
土
新
婚
別
妻
一
首
」

『
玉
台
新
詠
』
巻
一
一
)

例
制
捌
捌
燕
僻
極
秋
蝉
柳
に
喋
ぎ
燕
植
を
辞
す

創
割
行
役
怨
遁
城
君
が
行
役
し
辺
城
に
怨
む
こ
と
を
念
ふ

(
「
燕
歌
行
」
『
謝
重
運
集
』
)

魂
文
帝
の
歌
は
、
新
婚
の
妻
と
の
別
れ
を
詠
む
詩
で
あ
り
、
謝
霊

運
の
詩
は
、
行
役
に
行
っ
た
夫
を
思
う
女
性
を
詠
む
詩
で
あ
る
。
そ

こ
に
蝉
が
詠
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
離
別
を
怨
み
、
人
を
恋
ふ
心
と
と

も
に
詠
ま
れ
た
蝉
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

恋
と
ひ
ぐ
ら
し
を
詠
む
遣
新
羅
使
の
旅
の
歌
と
、
巻
十
の
一
九
八

二
番
歌
は
、
表
現
上
で
、
漢
詩
文
の
受
容
を
確
定
的
に
言
う
こ
と
は

出
来
な
い
が
、
や
は
り
、
蝉
の
声
を
聞
い
て
物
思
い
を
す
る
と
詠
む

漢
詩
文
の
方
法
に
学
ん
だ
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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第
五
節

ひ
ぐ
ら
し
と
花



万
葉
集
に
、
ひ
ぐ
ら
し
と
花
を
詠
む
歌
が
二
首
見
ら
れ
る
。

八
月
七
日
の
夜
に
、
守
大
伴
宿
祢
家
持
が
館
に
集
ひ
て
宴

す
る
歌

ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
き
ぬ
る
時
は
を
み
な
へ
し
咲
き
た
る
野

辺
を
行
き
つ
つ
見
ベ
し
〔
巻
十
七
・
三
九
五
二

風
を
詠
む

萩
の
花
咲
き
た
る
野
辺
に
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
く
な
る
な
へ

に
秋
の
風
吹
く
(
巻
十
・
二
二
三
一
、
秋
雑
歌
)

だ
い

1
2
E
e
E
Zち
し
ま

三
九
五
一
番
歌
は
、
家
持
の
館
の
宴
席
で
、
大
目
秦
忌
寸
八
千
嶋

が
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
ひ
ぐ
ら
し
が
鳴
く
こ
と
と
、
女
郎
花
が
咲
く

こ
と
を
「
時
は
」
で
繋
げ
て
表
現
し
た
歌
で
あ
る
。

万
葉
集
に
は
「
時
は
」
或
い
は
「
時
に
」
で
二
つ
の
景
物
を
詠
む

例
が
幾
っ
か
見
ら
れ
る
。

雲
隠
り
雁
鳴
く
時
は
秋
山
の
黄
葉
片
待
つ
時
は
過
ぐ

れ

ど

(

巻

九

・

一

七

O
三
)

ほ
と
と
ぎ
す
い
と
ね
た
け
く
は
橘
の
花
散
る
時
に
来

鳴

き

と

よ

む

る

(

巻

十

八

・

四

O
九
二
)

さ
雄
鹿
の
妻
問
ふ
時
に
月
を
良
み
雁
が
音
聞
こ
ゆ
今

し

来

ら

し

も

(

巻

十

・

二

一

一

一

一

一

)

こ
の
司
の
梢
残
る
時
に
い
ざ
和
か
な
削
欄
の
実
の
照

る

も

見

む

(

巻

十

九

・

四

二

二

六

)

一七
O
二
一
番
歌
は
、
雁
と
黄
葉
、
四
O
九
二
番
歌
は
、
橘
と
ほ
と

と
ぎ
す
、
二
一
二
二
番
歌
は
、
鹿
と
雁
、
四
二
二
六
番
歌
は
、
残
雪

と
橘
の
実
を
詠
む
。
こ
の
よ
う
な
歌
で
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
二
つ
の

景
物
は
、
決
し
て
随
意
的
で
は
な
く
、
意
識
的
に
取
り
合
わ
さ
れ
た

の
で
あ
る
宙
活
用
語
と
し
て
「
時
は
」
「
時
に
」
の
役
割
は
、
「
な

へ
に
」
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
量
百
三
九
五
一
番
歌
の
ひ
ぐ

ら
し
と
女
郎
花
も
意
識
的
な
取
り
合
わ
せ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
二
三
一
番
歌
は
、
風
を
詠
む
歌
で
あ
る
が
、
「
萩
の
花
咲
き

た
る
野
辺
に
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
く
な
る
な
へ
に
」
は
、
萩
と
ひ
ぐ

ら
し
に
よ
る
秋
景
の
表
現
で
あ
る
。
そ
れ
に
秋
風
が
加
わ
っ
た
の
で

あ
る
。こ

の
よ
う
に
、
万
葉
集
で
、
ひ
ぐ
ら
し
は
、
女
郎
花
、
萩
な
ど
の

花
と
意
識
的
に
詠
ま
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
漢
詩
文
の
蝉
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。

矧
割
劉
創
制
劃
剰
刺
野
草
色
を
変
へ
茎
葉
樹
な
り

鳴
捌
抱
木
令
贋
南
飛
鳴
鋼
は
木
を
抱
き
て
雁
は
南
に
飛
ぶ

(
現
・
曹
植
「
愁
思
賦
」
『
醤
文
類
衆
』
愁
)

蝉
鳴
き
て
早
秋
至
り

意
草
芳
非
無
し

(
梁
・
粛
子
雲
「
落
日
郡
西
膏
望
海
山
詩
」

『
喜
文
類
衆
』
遊
覧
)

秋
風
起
り
て
寒
雁
帰
る

ゃ

寒
蝉
鳴
き
て
秋
草
排
む
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州
鳴
早
秋
至

割
割
剰
規
制
問

秋
風
起
今
寒
属
蹄

寒
附
鳴
今
例
制
酬



(
梁
・
一
耳
帝
「
擬
秋
気
搭
落
賦
」
『
醤
文
類
来
』
賦
)

寒
幽
喋
楊
柳
寒
蝉
は
楊
柳
に
喋
ぎ

朔
吹
犯
梧
桐
朔
吹
は
梧
桐
を
犯
か
す

(
陳
・
張
正
見
「
寒
樹
晩
蝉
疎
詩
」
『
醤
文
類
来
』
蝉
)

ゃ

草
駄
腫
鳴
初
章
敏
み
て
趨
鳴
く
こ
と
初
め
な
り

側
副
柑
剖
創
蝉
は
恩
ふ
花
落
ち
し
後

{
梁
・
簡
文
帝
「
聴
早
蝉
詩
」
『
喜
文
類
緊
』
蝉
)

漢
詩
文
で
秋
は
万
物
を
凋
落
さ
せ
る
季
節
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

季
節
感
の
中
で
蝉
は
、
多
く
は
、
色
を
失
っ
て
行
く
草
木
、
凋
落
し

て
行
く
風
景
と
と
も
に
詠
ま
れ
る
。
万
葉
集
の
歌
と
対
照
的
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ひ
ぐ
ら
し
と
花
の
取
り
合
わ
せ
は
、
む
し
ろ
『
懐
風
藻
』
の
漢
詩

と
や
や
近
い
。

欲
知
間
居
趣
閑
居
の
趣
を
知
ら
ま
く
欲
り

か

Z

来
尋
山
水
幽
来
た
り
尋
ぬ
山
水
の
幽
き
こ
と
を

浮
沈
姻
雲
外
浮
沈
す
姻
雲
の
外

捌
制
矧
柑
制
叫
拳
翫
す
野
花
の
秋

い
な
ぽ

稲
葉
負
霜
落
稲
葉
霜
を
負
ひ
て
落
ち

ー

ー

か

ぜ

蝉
聾
逐
吹
流
蝉
の
声
吹
に
逐
ひ
て
流
る

お
医
み
わ
の
あ
そ
み
や
す
ま
ろ

(
大
神
朝
匡
安
麻
呂
「
山
蔚
言
志
」
『
懐
風
藻
』
却
)

子
時
露
凝
畏
序
時
に
露
畏
序
に
凝
り

号

風

樽

商

郊

風

商

郊

を

転

る

l
l

う

た

り

ラ

え

ふ

ひ

る

が

A

寒
蝉
唱
而
柳
薬
瓢
寒
蝉
唱
ひ
て
柳
葉
瓢
り

霜
鷹
度
而
雄
花
落
霜
雁
度
り
て
藍
花
落
ら
ふ

小

山

丹

桂

小

山

の

丹

桂

い
ろ

流
彩
別
愁
之
篇
彩
を
別
愁
の
篇
に
流
し

剥

捌

剰

剛

長

坂

の

紫

蘭

制
制
剛
叫
剖
到
穫
を
同
心
の
翼
に
散
ら
す

や
ま
urzのふ“
v
b
み
か
た

(
山
田
史
三
方
「
秋
日
於
長
王
宅
宴
新
居
客
」
序

『
懐
風
藻
』
匁
)

雪
崩
遡
劃
風
前
蘭
は
働
を
送
り
一

か

つ

ら

か

げ

月
後
桂
静
陰
月
後
桂
は
陰
を
静
ぶ

し

の

き

よ

も

斜
属
凌
雲
響
斜
雁
雲
を
凌
ぎ
て
響
し

-

b

だ

な

樫
蝉
抱
樹
吟
怪
蝉
樹
を
抱
き
て
吟
く

(
石
上
朝
臣
乙
麻
日
「
瓢
寓
南
荒
、
贈
在
京
故
友
」

『
懐
風
藻
』
旧
)

『
懐
風
藻
』
で
、
蝉
と
詠
ま
れ
る
風
景
は
、
中
国
漢
詩
文
と
大
き

く
異
な
る
。

一
色
に
凋
落
す
る
自
然
を
詠
む
中
国
漢
詩
文
に
も
、
わ
ず
か
で
あ

り
な
が
ら
、
次
の
よ
う
な
例
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

蹄
雁
映
蘭
時
帰
雁
蘭
時
に
映
じ

海
魚
動
圃
波
瀞
魚
円
波
を
動
か
す

ー

ー

は

げ

鳴
蝉
属
寒
音
鳴
蝉
寒
音
を
腐
ま
し

剛
剰
捌
制
朝
時
菊
秋
華
を
輝
か
す
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(
播
安
仁
「
河
陽
勝
作
二
首
」
『
文
選
』
巻
二
十
六
)

澗
鳥
鳴
今
夜
剛
清
澗
鳥
鳴
き
て
夜
蝉
清
し

橘
露
騨
今
恵
畑
軽
橘
露
唐
き
て
葱
姻
軽
し

(
宋
・
謝
荘
「
山
夜
憂
」
『
醤
文
類
衆
』
組
載
山
)

早
制
清
暮
響
早
蝉
暮
響
を
滑
ら
か
に
し

崇
耐
散
晩
芳
崇
蘭
晩
芳
を
散
じ
る

{
越
中
虚
「
遊
滑
都
観
尋
沈
道
士
得
芳
宇
」
『
全
唐
詩
』
)

こ
れ
ら
の
作
品
と
『
懐
風
藻
』
の
詩
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
万
葉

集
の
ひ
ぐ
ら
し
と
花
も
、
漢
詩
文
と
無
関
係
と
は
恩
わ
れ
な
い
。

第
六
節

ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
き
声
の
鑑
賞

万
葉
集
に
は
、
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
き
声
を
、
毎
日
聞
い
て
も
飽
き
な

い
と
詠
ん
だ
歌
が
一
首
あ
る
。

蝉
を
詠
む

夕
影
に
来
鳴
く
ひ
ぐ
ら
し
こ
こ
だ
く
も
日
ご
と
に
聞
け

ど
飽
か
ぬ
声
か
も
(
巻
十
・
二
一
五
七
、
秋
雑
歌
)

一
一
一
五
七
番
歌
は
、
秋
雑
歌
の
「
詠
蝉
」
に
見
ら
れ
る
歌
で
あ
る
。

ひ
ぐ
ら
し
の
声
は
、
「
日
ご
と
に
聞
け
ど
飽
か
ぬ
声
か
も
」
と
詠

ま
れ
る
。
こ
の
担
え
方
は
、
ひ
ぐ
ら
し
の
声
を
聞
い
て
、
秋
を
感
じ

る
、
物
思
い
を
す
る
、
恋
心
が
募
る
と
詠
む
作
品
の
捉
え
方
と
か
な

り
対
照
的
で
あ
る
。

一
二
五
七
番
歌
の
ひ
ぐ
ら
し
の
声
に
対
す
る
積
極
的
な
捉
え
方

は
、
次
の
よ
う
な
漢
詩
文
の
蝉
の
捉
え
方
と
関
わ
り
が
あ
る
の
で
は

E
、益。

4
b由

主
主
主
E

天
寒
響
屡
噺
天
寒
く
響
屡
噺
び

い
よ
い
よ

日
暮
聾
溢
促
日
暮
れ
て
声
溢
促
す

繁
吟
欲
知
章
繁
吟
尽
き
ん
と
欲
す
る
が
如
く

剥
嗣
湖
柑
劃
長
韻
巌
相
ひ
続
く

(
梁
・
楕
渥
「
賦
得
蝉
詩
」
『
醤
文
類
燕
』
蝉
)

端
緩
抱
宵
液
端
緩
宵
液
を
抱
み

剰
剖
剥
劃
園
間
飛
音
露
承
け
て
滑
し

(
梁
・
誼
雲
「
詠
早
蝉
詩
」
『
曇
文
類
緊
』
蝉
)

ど
隠

葉
疎
飛
更
迦
薬
疎
ら
に
し
て
飛
ぶ
こ
と
更
に
週
く

制
淵
割
問
淵
秋
深
く
響
き
自
ら
清
し

(
階
・
王
由
樺
「
賦
得
高
柳
鳴
蝉
詩
」
『
醤
文
類
来
』
蝉
)

割
淵
判
樹
刻
声
は
上
林
の
苑
に
流
れ

影
入
侍
臣
冠
影
は
侍
臣
の
冠
に
入
る

(
陳
・
劉
剛
「
詠
蝉
詩
」
『
喜
文
類
衆
』
蝉
)

主ち

i
b

容
麗
鯛
蟻
容
は
綱
蟻
よ
り
麗
し
く

聾
美
宮
商
声
は
官
商
よ
り
美
し

(
晋
・
陸
士
龍
「
寒
蝉
賦
」
『
醤
文
類
来
』
蝉
)

蝉
の
声
を
捉
え
る
表
現
に
「
長
韻
」
「
飛
音
承
露
清
」
「
秋
深
響

白
清
」
「
書
流
上
林
苑
」
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
特
に
「
聾
美
宮
商
」
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は
、
蝉
の
声
が
音
楽
よ
り
美
し
い
と
詠
む

5
0
蝉
の
声
を
各
種
の

楽
器
に
喰
え
て
詠
ん
だ
詩
も
思
い
出
さ
れ
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
漢
詩

文
の
蝉
の
鳴
き
声
の
捉
え
方
が
、
二
一
五
七
番
歌
の
「
日
ご
と
に
聞

け
ど
飽
か
ぬ
声
か
も
」
と
い
う
表
現
に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

〈注〉
〔
一
)
雁
に
つ
い
て
は
、
「
万
葉
集
の
雁
と
中
国
瓦
学
」
(
『
京
都
大
学
園
瓦

畢
論
叢
』
第
十
八
号
、
三

O
O七
年
九
月
}
、
月
に
つ
い
て
は
「
月
を

詠
む
万
葉
歌
と
中
国
文
学
」
(
『
圃
語
圏
瓦
』
三

O
O八
年
六
月
号
)

で
論
じ
た
.

(
-
J

漢
詩
文
で
は
、
蝉
の
声
を
盤
、
軍
に
噛
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、
呉
衛

峰
「
『
新
撰
万
葉
集
』
に
お
け
る
漢
詩
へ
の
一
視
点

l
Eの
「
蝉
」
を

め
ぐ
っ
て
」
(
『
圏
語
と
圏
文
事
』
巻
八
十
三
一
・
第
三
号
、
ニ

O
O六

年
三
月
、
二
十
人

3
二
一
十
九
頁
て
小
林
祥
次
郎
「
せ
み
(
付
)
ひ
ぐ

ら
し
|
古
典
文
学
歳
時
記
の
う
ち
|
」
(
『
群
馬
県
立
女
子
大
学
園
文

学
研
究
』
第
十
六
号
、
一
九
九
六
年
三
月
、
五
十
二
了
上
ハ
十
六
頁
)

に
既
に
指
摘
が
見
ら
れ
る
。

(
二
一
)
佐
々
木
民
夫
「
ひ
ぐ
ら
し
の
歌
」
『
万
葉
研
究
』
〔
仙
台
万
葉
研
究
会
)

第
十
一
一
号
、
一
九
九
一
年
十
二
月
、

7
L
一
十
一
頁
。

〔
四
)
橘
と
ほ
と
と
ぎ
す
の
取
り
合
わ
せ
は
、
意
融
的
な
花
島
町
取
り
合
わ

せ
で
あ
り
、
そ
の
源
流
は
、
漢
詩
に
あ
る
と
井
手
至
氏
は
す
で
に
「
花

島
歌
の
源
流
」
(
『
寓
葉
集
研
究
』
第
二
巻
、
東
京
、
塙
書
房
、
一
九

七
三
年
四
月
、
九

5
一
一
一
十
三
頁
)
「
花
鳥
歌
の
展
開
」
(
『
商
業
集
研
究
』

第
十
一
一
巻
、
東
京
、
塙
書
房
、
一
九
八
四
年
四
月
、
五
十
一
一
一

5
七
十

五
頁
)
で
論
じ
た
。

雪
と
橘
の
取
り
合
わ
せ
ば
、
雪
と
梅
、
雪
と
柳
、
雪
と
花
を
詠
む
文

学
方
法
と
軌
を
一
に
す
る
a

{
玉
)
中
島
輝
賢
「
な
へ
(
に
)
様
式
の
継
承
と
変
質
」
(
早
稲
田
古
代
研

究
会
『
古
代
研
究
』
第
三
十
七
号
、
二

O
O四
年
三
月
、
五
十
六

1

六
十
四
頁
)
書
原
因

{
六
)
右
の
(
-
石
呉
衛
峰
氏
論
文
は
、
漢
詩
文
の
「
審
美
宮
商
」
と
い
う

表
現
に
つ
い
て
も
指
摘
す
る
a
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参
考
文
献
に
つ
い
て

小
島
憲
之
「
語
の
性
格
|
万
葉
語
「
晩
蝉
」
の
場
合
|
」
『
美
夫
君
志
』
第

二
十
三
号
、
一
九
七
九
年
三
月
、
七
十
二
一

5
七
十
人
頁
。

寺
窪
健
志
「
夏
の
夜
の
ひ
ぐ
ら
し
の
声
|
士
伴
家
持
「
晩
蝉
歌
」
試
論

l
」

『
日
本
文
芸
論
叢
』
第
十
一
号
、
一
九
九
七
年
三
月
、
一

1
十
二
頁
。

芳
賀
紀
雄
『
寓
葉
集
に
お
け
る
中
園
瓦
畢
の
受
容
』
東
京
、
塙
書
房
、
三

O

O
三
年
十
月
、
総
八
一
四
頁
.

小
山
内
鼻
「
『
高
葉
集
』
に
現
わ
れ
る
昆
虫
類
に
つ
い
て
」
『
創
価
女
子
短
期

大
学
紀
要
』
第
十
三
号
、
一
九
九
二
年
六
月
、
二
一
五

5
二
三
四
頁
。



引
用
本
文
は
次
の
よ
ヲ
な
書
鞠
に
よ
る
。

『
高
葉
集
』
(
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
島
憲
之
、
木
下
正
俊
、
東
野

治
之
共
著
、
東
京
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年
五
月
5
一
九
九
六
年
八
月
)

『
懐
風
藻
』
(
日
本
古
典
文
学
大
系
、
小
島
憲
之
校
注
、
東
京
、
岩
波
書
府
、

一
九
六
四
年
)

『
瓦
遺
』
(
新
釈
漢
文
大
果
、
内
国
最
之
助
、
網
祐
次
、
東
京
、
明
治
書
院
、

一
九
六
二
了
よ
一

O
O
一
年
)

『
玉
台
新
詠
』
(
新
釈
漢
文
大
果
、
内
岡
県
之
助
、
東
京
、
明
治
書
院
、

九
七
四
1
一
九
七
五
年
)

『
事
瓦
類
緊
』
(
証
紹
櫨
枝
、
上
海
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

『
初
事
記
』
(
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
六
三
年
)

『
謝
重
運
集
』
(
顧
紹
柏
校
注
『
謝
霊
運
集
校
注
』
鄭
州
、
中
州
古
籍
出
販

社
、
一
九
八
七
年
)

『
全
唐
詩
』
(
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
六
O
年
)

『
得
玄
集
』
(
景
印
文
淵
閤
四
庫
全
書
『
漢
現
六
朝
百
三
家
集
』
台
北
、
台

湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
一
一
一

1
一
九
八
六
年
)

一
九
八
一
一
年
)

そ
う

せ
い
と
く
・
本
学
博
士
桂
期
課
程
)
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